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第 (だい)５章 (しょう)　　　　計画 (けいかく)の推進 (すいしん)体制 (たいせい)


１　計画 (けいかく)の推進 (すいしん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)
（１）庁内 (ちょうない)体制 (たいせい)の整備 (せいび)　●　●　●　●　●　●　●
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)の多様化 (たようか)への対応 (たいおう)と、福祉 (ふくし)のまちづくりの展開 (てんかい)に向 (む)けて、本計画 (ほんけいかく)は様々 (さまざま)な分野 (ぶんや)が関係 (かんけい)することから、推進 (すいしん)にあたっては、庁内 (ちょうない)関係 (かんけい)部署 (ぶしょ)との横断的 (おうだんてき)な連携 (れんけい)を強化 (きょうか)し、全庁 (ぜんちょう)で取 (と)り組 (く)みます。

（２）地域 (ちいき)、国 (くに)・東京都 (とうきょうと)との連携 (れんけい)　●　●　●　●　●　●　●
計画 (けいかく)の推進 (すいしん)には、市 (し)だけではなく、市民 (しみん)、（事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)、市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)）が協力 (きょうりょく)しあい、それぞれの役割 (やくわり)を果 (は)たす主体的 (しゅたいてき)な取組 (とりくみ)と相互 (そうご)の連携 (れんけい)が欠 (か)かせません。
市民 (しみん)、民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)、自治会 (じちかい)、市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)及 (およ)び小平市 (こだいらし)社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)等 (とう)並 (なら)びに国 (くに)・東京都 (とうきょうと)等 (とう)の関係 (かんけい)機関 (きかん)と、相互 (そうご)に連携 (れんけい)・協働 (きょうどう)して、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)及 (およ)び福祉 (ふくし)のまちづくりを推進 (すいしん)します。
中 (なか)でも、社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)は、社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)第 (だい)１０９条 (じょう)において、様々 (さまざま)な人 (ひと)・団体 (だんたい)が参加 (さんか)し、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の推進 (すいしん)を目的 (もくてき)とした事業 (じぎょう)を行 (おこな)う団体 (だんたい)として、明確 (めいかく)に位置付 (いちづ)けられています。福祉 (ふくし)のまちづくりも含 (ふく)めて、社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)と密接 (みっせつ)な連携 (れんけい)のもと、取 (と)り組 (く)みます。


２　計画 (けいかく)の進行 (しんこう)管理 (かんり)
本計画 (ほんけいかく)は、分野 (ぶんや)別 (べつ)の各個 (かくこ)別 (べつ)計画 (けいかく)における内容 (ないよう)と連動 (れんどう)しているため、進行 (しんこう)管理 (かんり)は各個 (かくこ)別 (べつ)計画 (けいかく)において行 (おこな)います。
[bookmark: _GoBack]本計画 (ほんけいかく)の計画 (けいかく)期間 (きかん)は９年間 (ねんかん)ですが、福祉 (ふくし)関係 (かんけい)の制度 (せいど)改正 (かいせい)等 (とう)の国 (くに)や東京都 (とうきょうと)の動向 (どうこう)や、社会 (しゃかい)環境 (かんきょう)の変化 (へんか)等 (とう)に対応 (たいおう)するため、計画 (けいかく)の中間 (ちゅうかん)年 (ねん)である平成 (へいせい)34（2022）年度 (ねんど)に、これまでの取組 (とりくみ)を検 (けん)証 (しょう)した上 (うえ)で、必要 (ひつよう)に応 (おう)じて見直 (みなお)しや新 (あら)たな取組 (とりくみ)の検討 (けんとう)を行 (おこな)います。
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